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ワークショップの目的 

総合計画への反映方法 

ワークショップにおける役割分担 

Ⅰ まちづくりワークショップの概要 

 

 
 
  第 5 次芦屋町総合計画後期基本計画の策定にあたり、町の現状及び今後のまちづくりについて町民の生の声を聞き、政策形成段階から、町民

の意見を取り入れた計画づくりを進めること、併せて参加者の満足度が十分得られるワークショップとすること等を目的とします。 

 

 

 
 
  分野別の政策・施策に対する町民の意見を、「やるべきこと」としてキーワード等わかりやすい形で取りまとめました。 

また、総合計画への反映については、計画原案をつくる際、それが政策・施策として示せるかを判断しながら反映に努めることとします。 

 

 

 
 

まちづくりワークショップの主役は、町民など参加者であり、参加者の感想や意見が出しやすい場づくりを行いました。 

事務局職員は、参加者へのワークショップ開催等にかかわる案内や情報提供のほか、開催中は書記役や町の現状や施策の状況など必要な情報

等の助言等に努めるとともに、職員プロジェクト構成職員は中立的なファシリテータとして、各グループのワークショップのグループリーダー

やサブリーダーとして議事進行に努めました。 

 

 

 

 

 

１ 

２ 
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まちづくりワークショップの基本的な進め方   

 

 

基本的なワークショップの進め方は以下の通りとしました。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

さらに今回は、楽しい雰囲気のなか意見を自由に出していただくため、次の３つのお約束を参加者全員に守っていただくようお願いしました。 

 

 

 

～まちづくりワークショップ 

３つのお約束～ 

一．明るい未来を語る 

一．人を褒める 

一．人の意見を否定しない 

４ 

メインファシリテータ(コンサルタント)よりワークショップ(毎回) 
の進め方やテーマについて説明する。

各グループのファシリテータが、テーマに沿って 
参加者からの感想や意見を促す。 

参加者は各回のテーマにしたがって、自由に感想・意見を述べ、 
付箋紙等に記入して、台紙(模造紙等)に貼り付ける。 

参加者に代わって参加職員が付箋紙への記入や台紙等の 
整理を行い、議事をスムーズに進める。 
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区 分 検討内容 
第１回 

6 月 25 日（木）

19：00 

【テーマ：町の宝さがし】 

①事務局あいさつ 

②今回の具体的な進め方について説明(メインファシリテータ) 

③町の宝さがしからワークショップを始める 

■意見交換とポストイットの記入 

■模造紙への貼り付け 

・「伸ばすべきところ(強み)」「変えたいところ(弱み)」についてグル

ープリーダーを中心に、意見を集約する。 

・「伸ばすべきところ(強み)」「変えたいところ(弱み)」について同じ

内容や類似する内容をくくって、考えられる短いタイトルをつけカー

ドに書いて、括りの真ん中に貼っておく。 

④グループ発表 

グループリーダーから今回の検討結果の発表 
第２回 

7 月 13 日（月）

19：00 

【テーマ：町の宝さがし（その 2）】 

①今回の具体的な進め方について説明(コンサルタント) 

②町の宝さがしの続きを始める 

■グループ分けの続き 

・残った意見や新たに出された意見を、前回と同様、「伸ばすべきと

ころ(強み)」「変えたいところ(弱み)」について同じ内容や類似する

内容をくくるなど意見を集約する。 

■「やるべきこと」について深める 

「伸ばすべきところ(強み)」「変えたいところ(弱み)」から考えられ

る「やるべきこと」について、みんなで考え、意見を集約する。 

③グループ発表 

開催日程と検討内容 ５ 
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グループリーダーから今回までの検討結果の発表 
区 分 検討内容 
第３回 

7 月 31 日（金）

19：00 

【テーマ：施策・事業イメージの整理】 
①前回提案意見の確認と説明（コンサルタント） 

第１回および第２回結果をとりまとめた資料を作成、配布し、結果の

確認等を行うとともに、今回の進め方について説明する。 

②前回、意見交換していない政策分野について意見交換する 
第２回までに「やるべきこと」について触れていない政策分野につい

て、意見交換をし、同様に整理していく。 

③「やるべきこと」について具体的な取組み内容を意見交換する 

一通り、「やるべきこと」の内容がみえてきたら、その「やるべきこと」
の具体的な取組み内容を「何を」「誰が」「どのように」「どこで」等を踏
まえ、自由な発想で各自考え、意見交換し、整理する。 
④グループ発表 

グループリーダーから今回の検討結果の発表 
第４回 

8 月 11 日（火）

19：00 

【テーマ：総括発表会と最終とりまとめ】 
①最終とりまとめ結果の説明（コンサルタント） 

第 1回および第 2回結果をとりまとめた資料を作成、配布し、結果の

確認等を行うとともに、今回の進め方について説明する。 
②最終取りまとめ結果の修正等 
 グループ内で関連するとりまとめ結果について意見交換する。 
②総括発表会 

グループごとに修正箇所等についてリーダーが発表する。 
③参加者の感想 

参加者全員による参加したこと等について感想・意見を述べる。 
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協働のまちづくりグループ 

Ⅱ グループ別とりまとめ結果 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 伸ばすべきところ(強み) 変えたいところ(弱み) やるべきこと 

協
働
の
推
進 

・
地
域
活
性
化 

【ボランティア活動】 
・ボランティア活動が活発に行われている 
・ボランティアセンターがある 
・リボンの会の活動が盛んである 
・高齢者の弁当配達サービス等が充実して

いる 
・幼児及び児童を対象とした読み聞かせボ

ランティア等が充実している 

 
・様々なボランティア活動が町民に知られ

ていない 
 
 
 
 
 

 
●ボランティア活動の PR を今以上に行う 

  

ＰＲ方法 

・広報、ホームページの活用 

（団体毎の特集） 

・町民体育祭等でのボランティア団体の

ＰＲのための行進 

 

【若者の定住・移住】 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

●若い人が集まる・移住してくる施策を専

門的に考える課の設置 

●町有地の空き地を住宅用地として売り出

し、若い世代の人口増につなげる 

●若い人が主体となって人を集めるための

施策を話し合うワークショップの開催 

１ 
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【協働のまちづくり】 

 伸ばすべきところ(強み) 変えたいところ(弱み) やるべきこと 

協
働
の
推
進 

・
地
域
活
性
化 

【地域活性化】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
・自治区の加入率が低い 
・子ども会がある自治区が少ない 

 

●今日出た意見を一つでも町が実現する 

●自治区担当職員制度を広報･ＨＰ等で小

まめにＰＲする 

●広報・ＨＰの他にイベント等、人が集ま

る時にＰＲを行う 

●役場職員の接客態度（住民サービス）の

向上により、役場を身近に感じることが

できる 

●子どもが大勢集まれる施設（子ども未来

館）の整備 

●町の様々な協議会において各種団体から

の選出される委員が偏っており、選出委

員の負担となっているため、もっと多く

の団体から選出することにより負担を軽

減する→より活発な意見を引き出せる 

●愛のネットワーク事業実施自治区を増や 

 す 

安
心
・
安
全 

【消防・防災】 
・消防団員が多く安心して生活できる 
・火災時にサイレンが鳴ることで、住民が

早く火災を知ることができる 
・防災面において、ボランティア団体同士

の横のつながりを強める 

 
・災害が少ないため、災害に対する備え（心

構え）が町民には足りない 
 
 
 
 

 
●9月 1 日防災の日に併せた、町内防災訓練

の実施 

●消防団員個々（分団毎）の紹介を広報等

で行う 
 

【防犯】 
 

・なみかけ大橋の電灯が消えていて危ない 
・交番に常に人がいない 
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【協働のまちづくり】 

 伸ばすべきところ(強み) 変えたいところ(弱み) やるべきこと 

安
心
・
安
全 

【交通安全】 
 
 
 
 

 
・道路に段差が多い 
・町のいたる所に路駐がある 
・中学生の自転車のマナーが悪い 

 
●小学生を対象とした自転車教室の実施 
●通学路等で視界をさえぎるようなほど草

が生えている場所の草刈りの徹底 

生
活
環
境 

【公園・緑地】 
・月１回の清掃ボランティアの開催 

 
・公園が少ない 
・（中央）公園が暗いから危険である 
・道路、公園等の草取りをしていない 
・商店街にトイレ、机等があり、集える場

所が必要 
・商店街から中央公園への導線ができてい

ない 

 
●トイレのきれいな公園の整備 
●花のあるスペースの確保・整備→人が集

まる 
●魚見公園、城山公園の整備→安全性確保 
●駐車場の確保→集客アップ 
●目玉となる動物がいる公園 
●町内公園の名称・統一 
●目立つ看板の設置 
●拡大した安全な公園の設置 
●目玉となる遊具の設置 
●散策ルートの確保 
●公園のスクラップアンドビルドの実施 
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【協働のまちづくり】 

 

 伸ばすべきところ(強み) 変えたいところ(弱み) やるべきこと 

文
化
芸
術 

【文化イベント等】 
・釜の里のコンサート等のイベントが充実

している 
・ギャラリーでの活動が活発（特別展など）

 
・まちの駅などの PR 不足※住民が知らない

・中央公民館ギャラリーイベントの来場者

が少ない 

●釜以外の特産品、食べ物を新たに創設す 

 る 

●歴史の里のイベントを多様なニーズに合

ったものとする 

●文化施設の敷居を低くして、人々が利用

しやすい施設にする 
●釜の里イベントを増やす→来場者増・子

どもが喜ぶ歴史イベントを増やす 

生
涯
学
習 

【歴史文化遺産の活用】 
・神社等を PR すべき 
※歴史的に価値あるものが多い 

  
●町内神社、仏閣めぐりの実施 

→ガイド付き 
【生涯学習環境】 
・「あしや塾」の内容が充実している 
・講演会が多い 

・学び合いルームの利用者が増えている 

  

ス
ポ
ー
ツ 

【施設環境】 
・体育館の使用料が安い 
・スポーツ少年団が充実している 
 
 
 

 
・テニスコート建物が古い 
・体育館のメンテが悪い 
・大きなイベントを実施できる施設がない 
 
 

 
●古い施設（備品）を改修する 

→使用料金の増額で補う。 

●テニスコートの壁の塗りかえ（ボランテ

ィア）等によってイメージアップ 
→利用者増 

【スポーツイベント】 
・町民体育祭がある 
・地区別対抗スポーツイベントが多い 
 

 
・町に人があふれる施策（まちづくり）が

必要 
 

 
●マリンスポーツの PR 
●マリンスポーツの充実 
●トライアスロン大会の実施 
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【協働のまちづくり】 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 伸ばすべきところ(強み) 変えたいところ(弱み) やるべきこと 

ス
ポ
ー
ツ 

【人材育成】 
・トレーナー（総体）が充実している 
 
 
 
 

  
●専門的な指導者がいない部活指導へのト

レーナー（総体）等の活用 

人
権
等
の
尊

重 ・人権まつりがある 
・幼稚園・保育所を対象とした人権教室を

実施し、幼い頃から人権教育を行ってい

る 

・人権まつりの参加者が少ない ●人権まつりの内容見直し 
●人権まつり等の PR の徹底 
●人権についてもっと身近に感じてもらう

ためのテーマを考える 

そ
の
他 

・「花火大会」、「砂像展」、「祭りあしや」等

イベントが多い 
・ゴミ袋が高い 
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定住・人口グループ 
 
 
 

 伸ばすべきところ(強み) 変えたいところ(弱み) やるべきこと 

地
域
福
祉 

【ボランティア環境】 
・ボランティア団体が沢山ある 
・ボランティア精神が豊かな人が多い 
・ボランティア活動・ボランティア組織が

しっかりしている  
・ボランティア活動が活発 
・ボランティアは自主的で苦痛でない 
・福祉人材が充実 働き手  

 
・ボランティアのかけもちが負担となって

いる 

 
●行政・社会福祉協議会がリードし各種団

体等の結束、理解が必要 

●ボランティアに参加する前の勉強する機

会づくり 

●ボランティア活動拠点の確保 

岡垣町地域交流センターのような施設 

今ある町民会館内のボランティアセンタ

ーをもっと活用する。集約する。 
【高齢者に対する見守り】 
・地域で高齢者とのふれあいが出来ている 
・高齢者がやさしい 
 

  

●商店街の空き店舗の活用 

地域交流センター（ボランティアの拠点）

とサロン事業（休憩する場所・雑談する

場所・お茶のみ処）を進める場所を併設

する 
高
齢
社
会
へ
の
対
応 

・高齢者給食サービスの充実 

・公民館活動が活発  

・ハコモノでなく自然体で集えるお店があ

 る 

・松風荘等の町立の福祉整備が進んでいる 

・福祉施設が多い  

・老人憩の家利用で無料入浴 60 歳以上 

・高齢者も話がしたい 
・孤独な高齢者が元気になる様な集いの場

が増えるといい 
・休憩できる場所がほしい（トイレ、ベン

チ、机がある所） 
 

●町で高齢者の集える場所の確保 
●散歩や運動後に使えるカフェを町民会館

につくり、そこで情報を得られるように

する 

●スーパーはまゆうにある○○センターを

町が借り受けて集う 

 

２
１
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【定住・人口】 
 伸ばすべきところ(強み) 変えたいところ(弱み) やるべきこと 

次
世
代
育
成
の
支
援 

【子どもの居場所】 
・人が親切である 
・「地域での見守り」の環境が整っている・

・みまもりの区の結束 
 

 
・子どもが自分で行ける公園が少ない 
・休日に過ごせる場所 
・子供を持つ若い世帯に定住してほしい  

 
●子どもの放課後や休日の過ごし方の調査

実施 

●自由に子どもが集まれる場所、子ども館

のスペースづくり 

【学校での社会教育】 
・中学校の先生が卒業生にもしっかり目を

向けている 
 

  

●中高校生向けに子ども会やハンズオンキ

ッズのような活動の場をつくり、清掃活

動や講演会、勉強会のようなものを行う。 

●中高生向けのワークショップや研修会、

合宿などの交流事業をする 
障
害
者
の
自
立
支
援 

【自主的活動場所】 
・障がい者用の資器材が容易に借用できる 
 
 
 

 
・通行人が少ないから障がい者が生活でき

る機会がない 
・町内で職業訓練できる施設がない 
・高校を卒業したら行く所がない人がいる 

 
●福祉の売店をつくる 

町内の作業所で作った物を売る。売店の

店員も障がい者がやる（職業訓練もでき

る） 

 
【その他】 
 
 

 
・支援学校の通学に１時間半かかる 

・福祉サービスがわかりづらい 
 

 

 

 

健
康
・
医
療 

【中央病院】 
・芦屋中央病院があり医療が充実している 
・中央病院のベッド満員状態でよい 
 

 
・中央病院専門医不足 
・町立病院の先生方の確保がほしい 
・芦屋中央病院の検診料が高い 
 

 
●専門医を集める 
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【定住・人口】 
 伸ばすべきところ(強み) 変えたいところ(弱み) やるべきこと 

健
康
・
医
療 

【健康づくり】 
・遠賀川の河川敷で運動ができる 
 
 

 
・健康づくりの施設が少ない 産業 
 

 

●散歩マップ（道、ベンチ等）で歩く意欲

づくり 

●健康遊具をそろえる 

 
学
校
教
育 

【教育のまち】 
・非行少年が少ない 
・幼保から子どもに合った園を選べる 
・保・幼・小・中で連携していて異年齢の

交流ができている 
・外部講師を招いての授業が充実している

（小・中学校）協働のまちづくり 
・よい先生がたくさんいる（中学校） 
・以前は中学校で吹奏楽が盛んだった・学

校教育のレベルが高い 
・芦屋町は教育に力をいれているとよく言

われる 
・小学生の挨拶がすばらしい 
・子どもの挨拶がすばらしい 
・特別支援教育がきめ細かい 
 

 
・学校（東小）へ岡垣方面から行く手段な

し 
・大人は挨拶をしない 

 
●「教育のまち芦屋」の PR 

●各学校のＨＰの充実（学校行事・特色・

授業や先生・部活動など） 

更新は細めに 

 
【その他】 
・（芦小）昼休みに入る前に外の気温を教え

て熱中症対策をしている（帽子・水分） 
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【定住・人口】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 伸ばすべきところ(強み) 変えたいところ(弱み) やるべきこと 

 

そ
の
他 

・新しく引っ越してくる人が多い 
・のんびりとした空気 
・遠賀川の魚道公園がとても良い所 
・体育祭が盛ん、区ごとのつながり  

・道が歩きにくい 
・歩いている人が少ない 
・声をかけてくる人が少ない 
・警察が常駐していない 
・新しい住居がない  
・空家が多い 
・家を探している人があっても、中古物件

を見つけづらい 
 

●社会教育の充実をもっとよくしたい  
●広報紙を子育て世代、シルバー世代、総

合などのように分ける 
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産業・雇用グループ 
 
 
 

 伸ばすべきところ(強み) 変えたいところ(弱み) やるべきこと 

企
業
立
地
・
地
域
企
業 

【全体的な取組み】 
・新規創業支援制度がある 
 
 
 
 
 
 
 

 
・就職先がない 
・企業誘致の制度が少ない 
・企業が少ない 
・イベント時の道路がこむ 
・駐車場がレース場だけ 
・企業誘致するための土地が少ない 
・町の面積がせまい（工業立地しづらい） 

 
●新規創業支援制度の強化とＰＲの強化を

し、成功例を作る 
●地場企業を育てるような制度を作る 
●町内に駐車場をつくる、海浜公園の駐車

場を活用する 
●町有地の集約 
●芦屋港の有効利用、企業誘致 
●夏井ヶ浜地区に飲食店（カフェ）等を誘

致する 
 

【芦屋中央病院】 
・芦屋中央病院がある 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
●思い切って病院に付属の専門学校をつく

ってみる 
●ヘルシーなレストランと病院とをコラボ

する 
●病院のスペースにヘルスケア業態を呼ぶ 
 

【IT 企業等の誘致】 
・IT などのサービス業が入るスペースはあ

る 空き店舗 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
●空き店舗の活用事例を全国から募集する 
●ＩＴ・アニメ制作などの場所をとらずに

できる企業を誘致する 
●空き店舗を休憩スペースとして活用する 
●貸事務の設置 
 

３ 
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【産業・雇用】 

 伸ばすべきところ(強み) 変えたいところ(弱み) やるべきこと 

 

【自衛隊の活用】 
・自衛隊基地がある(航空自衛隊) 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
●ミリタリーに特化した店舗や施設を作る 
●自衛隊の募集をイベント化する 
●自衛隊にできることを知る 
●自衛隊の人にボランティア活動をしても

らう 
●自衛隊のノウハウを基地の外で活用する 
●基地ツアーの創設 
●装備品の払い下げ物品を町内に配置する 
 

 

【ボートレース場の活用】 
・ボートレース場がある 

  
●ボートレース場の活用方法を検討する 
●モニターを利用する 
●駐車スペースを活用する 
●ボート場をレジャー施設として活用する 
●観客席を活用する 
●集客力を活用する 
●水面を利用する 
●ボート場でジェットスキーショー 
●体験練習ツアー・マリンスポーツ 
●パブリックビューイングボートモニター 
●ボート場でマリンスポーツの体験練習 
●オーロラビジョンで映画 
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【産業・雇用】 

 伸ばすべきところ(強み) 変えたいところ(弱み) やるべきこと 

商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業 

【商業】 
・地域振興券がある 
・商店街はコンパクトではある 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
・スーパーはできたが商店街は変わってい

ない 
・商店街が淋しい 
・産物・行事のブランド化 
・名産品が少ない 
・特産品が知られていない 
・海産・農産物のアピールがあまりなされ

ていない 
・自衛隊の物資調達が少ない 
・芦屋釜もなか、あしやんいか以外に特産

品を作ってほしい 
・芦屋釜もなかにかわる芦屋の菓子がない 
・散策できるような商店街になってない 

・商店街のイベントがない 

 
●直売所（道の駅）を作る 
●フードコートの設置 
●芦屋でとれた物（野菜・魚）を町の人が

購入できるシステムを構築する 
●商店街で何かに特化したイベントをやる 
●何かに特化した小売店に出店してもらう 
●商店街の空き店舗を解消するため空き店

舗バンクを創設する 
●外国人観光客を呼ぶような商店街 
●カフェ・パン屋を商店街へ 
●特産物の登録制度の創設 

アッシーのシールをはる 
●プロジェクションマッピングの実施 
●人材バンクで技能を高める 
●アルバイトやパートなどの人材バンク

（お年寄りなど） 
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【産業・雇用】 

 伸ばすべきところ(強み) 変えたいところ(弱み) やるべきこと 

商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業 

【飲食・サービス業】 
・国民宿舎を持っている 
・飲み屋が多い 
・意外とうまい飯屋が多い 
・すし、和食など海の幸を提供するお店は

ある 
・コンビニがふえた 
・医療系のサービス介護施設が多い 
 
 
 
 

 
・泊まるところがない 
・いち押しの B 級グルメがない 
・昼の食事をするところが少ない 
・食事処が少ない 
・ファーストフード店がない 
・港と競艇場の駐車場の活用が必要 
・ボート場の空きスペースもったいない 
・レンタルビデオ屋がない 

・塾がない 

・カラオケ・ボーリングなどがない 

・何をするにも外に出なきゃダメ 
仕事、レジャー、その他 
 

 
●ボート場アクセス用のバスを活用する 

（土日祝） 
●マリンテラスで町民が利用しやすく、も

っと手軽に食べられるメニュー 
●マリンテラスの風呂を充実させる 
●水中レストランを作る 
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【産業・雇用】 

 伸ばすべきところ(強み) 変えたいところ(弱み) やるべきこと 

観
光
・
イ
ベ
ン
ト 

・大きなイベントが多くある。（花火、航空

祭、砂像展） 
・砂像がある、砂像展の復活 
・花火大会がある 
・海から古い伊万里焼がある 
・景観が良い 
・芦屋釜がある 
・芦屋海岸に海ガメが産卵に来た 
・化石が出る 
・海がきれい、青い海がある、海が近い 
・変化に富んだ海岸線がある 
・古い歴史がある 
・歴史がある。古代～戦後たくさんある 
・寺社仏閣がある 
・河がある（淡水面） 
・アクアシアン（プール＋海）がある 
・競艇場の施設がある（ホール、駐車場） 
・夏井ヶ浜はまゆう公園に町外から多くの

方が来園されている 
・サイクリング道がある 
・磯がある（千畳敷） 
・しおだまり 

・アクアシアンは夏のみ 
・観光名所となりうるところは沢山あるの

に、あまり知られていない  
・冬のイベントがない 
・海があるのに海のイベントが少ない 
・外からの観光ルートへの誘導がない 
・核となる観光施設がない 
・海岸線がさみしい 
・花火大会が他地域のイベントと重なる 
・体験施設がない（海、歴史） 

●アッシーをもっと活用する（グッズを作

る） 
●アメリカナイズなイベントを実施する 
●アッシーを町内いたるところに登場させ 

 る 
●芦屋町の直売イベント（冬） 
●自転車のイベントをする（オールシーズ

ン） 
●花火大会を冬にする 
●基地を利用したイベント（航空祭以外） 
●各種イベントについて、もっとプレスリ 

リースを行う 
●歴史関係のイベントの創設 
●他町と合わせて、観光ルートを作る 
●芦屋釜をモチーフとした料理コンテスト

を行う 
●めずらしいこと（イベント）をやる 
●海を利用した体験型観光を創設する 
●トライアスロン・マラソン大会の誘致 
●イベントの告知方法（Twitter・LINE） 

●イベントが同日に複数あることで、参加

しづらい  

●航空祭前日に、トライアスロンを基地で 

●イベントに対して補助金を出す 

●イベントのコンテストをする 

●寺社仏閣コースをつくる 

●マリンスポーツの体験（めずらしいもの） 
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【産業・雇用】 
 伸ばすべきところ(強み) 変えたいところ(弱み) やるべきこと 

 

農
業
・
漁
業 

【農産物・海産物】 
・農産物の収穫がある 
・実は芦屋にも田んぼがある 
・ネギの栽培には歴史がある 
・地産解消で給食に芦屋のものを使ってい

る  
・魚（イカ）がうまい、イカが有る 
・魚が新しい 
・海産物がとれる 
 

 
・農作物の中でこれが というものがない 
・農作物の存在感がうすい 
・飲食店にて芦屋ならではのもの、海×農

みたいな物がない 
・特産品を売っているところがわからない 
・直売所がない 
・漁業者の後継者が少ない 
・イカがとれない 

 
●金時ニンジンを使った特産品を作る・赤

しその焼酎を作る 
●芦屋ならではの特産品を使ったスウィー

ツを作る 
●大規模な直売所を必ず作る 
●海産物の加工品を創設する 
●漁業者による体験プログラムの実施 
●イカを模したスウィーツを作る 

 

そ
の
他 

 
 
 

・駅がない 
・国道がない 
・飛砂がすごい 
・なみかけ大橋がきたない 
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都市基盤グループ 
 
 
 
 伸ばすべきところ(強み) 変えたいところ(弱み) やるべきこと 

交
通 

【バス交通】 
・コミュニティバスがよく利用されている 
・コミュニティバスの路線変更が良い 
（鶴松団地経由） 
・タウンバス等公共交通機関が揃っている

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
・駅までの時間距離が長い 
・交通の便が悪い 
・交通手段が少ない 
・高校生の通学時間 
・便数が少なく利便性が低い 
･市営バスは北九州市と芦屋町の住民で 
不公平感がある 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
●バスターミナルをつくって、ノンストッ

プで駅までバス運行 
●通学バス、通勤バスを運行する 
●交通費補助（通勤・通学） 
●町と町で連携したバス（郡内） 
●４町巡回バス（内まわり・外まわり） 
●市営バスとタウンバスを統合 

遠賀川～芦屋～折尾 
●市営バスを増やす（土曜日） 
●朝・夕の時間帯のバスを増やす 

●定期券の価格改定 
●定期券の共通化 

●町内 100 円、駅まで 200 円、１コインバ

スにする 

●市営バスに不公平感があるため、北九州

市営バスと協議を行い、不公平感をなく

すよう働きかける  
●町のバス補助で利用者の負担を減らす  
●巡回バスの利用制限を無くす 
 誰でも利用できるようにする 

 

 

４
１
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【都市整備】 

 伸ばすべきところ(強み) 変えたいところ(弱み) やるべきこと 

交
通 

【多様な交通手段】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
●タクシー業界との連携 
●山鹿～役場間タクシーを運行 

バスと同価格程度 
●タクシー乗合場所をつくる 
●遠賀川で遊覧船を運航 
●遊覧船乗場からは無料自転車 
●無料自転車を設置（電動自転車） 
●遠賀川沿いに馬車を走らせる 

●トゥクトゥク（タイの三輪自動車）を走

らせる 
 

【その他】 
・信号が多いがのんびりドライブ 

 
・車が必要 

 
●バス停に地図(観光案内)を設置する 
●パーク&ライドと補助金 
（軽自動車税免除） 
 

下
水
道
整
備 

・下水道が整備されている 
・下水道の完備が良好 

・下水道が老朽化しており、改築にお金が

かかる 
・下水道に異臭がある 

●計画通りに改修・維持 
●他の市町村との協力 
●住民への計画の周知 
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【都市整備】 

 伸ばすべきところ(強み) 変えたいところ(弱み) やるべきこと 

町
営
住
宅
の
建
替
え 

・町営住宅の撤去後の整備が良い 
 
 
 
 
 
 
 
 

・町営住宅の空家が多い 
・町営住宅が老朽化している 
 

●独立家屋型の町営住宅にする 
●町営住宅を建て替える時に若い人も老人

も住めるようにする（高齢者と若者とバ

ランスよく入居） 
●若者向けにリノベーションする 
●町民のニーズに答えた町営住宅 
●若者定住化のための町住跡地の宅地化 
●民間の住宅を参考にする(高級化等) 
●跡地を商業化する 
●定住化のため民間の住宅を援助する 
●地域コミュニティーの復活 
 

道
路
整
備 

【道路整備】 
・舗装がされている 

 

 

 
 

 
・直通の基幹線道路が無い 
・ドライブ中のイライラ 
・幹線道路が通っていない 
・道路がせまい 

・通学路が危険 
 

 
●道路整備（美しい道路にする） 
●サインを丁寧に表示する 
 
 
 

【歩道整備】 
 
 
 

 ●人が歩きやすい歩道にする 
●ウォーキングができる歩道にする 
●健康遊具を町の歩道などいろいろな所に

設置する 
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【都市整備】 

 伸ばすべきところ(強み) 変えたいところ(弱み) やるべきこと 

住
環
境
の
整
備 

・のんびりおだやか 
・町が静かな環境にある 
 

 

 

・買物と遊ぶとこがない 
・街灯が少ないので明るくしたい 
・公園があるけど活かしきれていない 

●観光・住環境等一貫性をもった整備 
●小学校と老人施設の統合 
●海岸沿いにランニングコースを設置 
ＰＲする 

●サイクリングロードをもっとＰＲする 
●ハイキングバス、ハイキングコース 
岡垣から芦屋までの整備 
 

そ
の
他 

・コンパクトな町（面積小） 
・花火 
・土地に余裕が有る 
・海、山、川が揃っている 
・魚つりに来る人が多い 

・自衛隊がある 

 

 

・コンパクトな町なのに人が歩いていない 
・芦屋港の利用 
・観光・レジャー・魚つり場所をつくる 
・漁港・河川で釣り等での駐車場がない 
・魚つりをする所が少ない 

●レジャー港の整備（釣り・船） 
●自衛隊にオスプレイを呼ぶ 

●移動販売（スーパー等）誘致 

●土日の空いているバスを観光用に活用 
●ボート場の駐車場を活用して飲食・物販

店舗を設置する 
●ボート場の駐車場でイベントを開く 
●今あるものを活用 バスで結ぶ 
 

 
 
 


